
提出された意見一覧 

※意見者ごとに意見を原文のまま掲載しております。 

意見者 意  見 

１ 不登校の対策について 

 

不登校の対策については、寒川町議会でも度々取り上げられ、又、青少年問題

協議会においても、それぞれの議事録に「町は不登校について喫緊の課題と認識

している」との記載がありました。 

我が子も 10 年以上前になりますが、別室登校や相談指導教室をはじめいくつ

かの不登校支援を受けた事があります。 

子どもの数は減っているのに不登校は減るどころかますます増加している事

について、今や社会の問題として捉える必要があると思っています。 

そんな状況の中で、今後に向けて町でどのような支援が整っていくのか？ 

この度、第二次寒川町教育振興基本計画（案）を拝見しましたが支援の骨子は

教育相談とあり、その他のページに並ぶ文言もすでに行われているものが並ん

でいるのみでした。 

 当時と変わらず、町には民間のフリースクールもありません。 

10 年前とは何ら変わりがない計画を見て、大変残念に思うと共にこのままで

良いのかと危惧を覚えました。 

町では不登校の子どもたちと支える家族の苦しさをどのように受け止め、ま

た現場で尽力されている先生方をどのようにサポートしていく考えでしょうか。 

ちょうど 1 年ほど前に海老名市で子どもの不登校に悩む母親が子どもたちを

殺めてしまった事件がありました。 

10 年前の鎌倉の図書館の命を守る行動を呼びかけ言葉も多くの方の記憶に

あると思います。 

時に命に関わるのが不登校です。 

この先もこれまでの不登校対策で良いのか。 

学校の内外でこれからどのような支援を進める事が今とこれからの子どもた

ちのためになるのか。 

不登校ではないものの現在辛い気持ちで登校している子どもたちの事も踏ま

え、まずはこれまでの対策を評価すると共に今後の支援について検討する機会

をぜひ儲けてほしいと思います。 

不登校の子どもたち状況を改めて見直して、一歩も二歩も踏みこんだ必要な

不登校支援を新たに計画してほしい。そういう計画を策定する事で、不登校の子

どもと支える保護者を安心させていただきたいと思います。 

 



 

意見者 意  見 

２ 外国語教育の教科化について 

 

小学生の時期に外国語教育の教科化とありますが まだ母国語である日本語

が不十分な世代に外国語を学ばせるのは日本語能力があいまいになり コミュ

ニケーション能力不足になるのではと危惧します。日本語という表現豊かな言語

を用いる民族だから守られてきた文化、伝統があると思います。 

グローバル化、グローバル社会になっていく事が想定されているならば 尚更 

自国について認識、理解を深めるためにも 確かな日本語教育が必要なのでは

ないでしょうか。言語を失うと国を失うと聞きます。 

大げさな様ですが 子供達の将来を考えると心配です。 

また グローバル社会とありますが どの様な将来を想定しているの不明瞭で

あると思います。 

海外、外国での仕事を想定するのであれば ひと学年にその選択をする児童、

生徒はどのくらいいるのでしょうか？大学への進学せず地元で働きたい、伝統

的な事を身につけたいと考える児童、生徒もいるのではないでしょうか。 

今回の基本計画を見ていると その様な働き方の自由の選択を奪いかねない

と思いました。 

私自身 教育の専門家ではありません。 

言語に対しても 特別な知識があるわけではありません。 

が、今の大人社会の状況を反映させている様で 違和感の多い内容だと思い

ました。 

 

 

 

 

  


